
JFEスチールの
耐火被覆低減工法



耐火被覆
外壁との合成耐火構造柱単体での耐火構造

本工法の適用範囲

外壁
パネル
の種類

ALC※

ECP

方向

縦

※鉄筋コンクリート板、PC板も適用可能

横

縦

横

けい酸
カルシウム板

吹付
ロックウール

要求
耐火時間

1時間 ● ー
● ●2時間

1時間
2時間

1時間 ● ー
● ●2時間

1時間 ● ー
● ー2時間

1時間 ● ー
ー ー2時間

耐火被覆
けい酸

カルシウム板
吹付

ロックウール

要求
耐火時間

● ー
● ●

NEWNEW

JFEスチールはこれまで鉄骨柱向けの商品として、建築構造用冷間ロール成形角形鋼管
「BCR/JBCR®」、建築構造用鋼材（溶接組立箱形断面柱）、熱間成形継目無角形鋼管「カク
ホット ®」など幅広いラインナップの鋼材を製造してまいりました。

JFEスチールが製造する鋼材の付加価値をより高めるため、
耐火の観点から耐火被覆材に着目し、鋼材の熱特性を詳細に
検討することで、耐火被覆厚さを従来の40%以上薄くす
ることができる『耐火被覆低減工法』を開発しました。

本工法により、柱の仕上げ寸法縮小による室内有効床面積
の拡大、耐火被覆工事費の削減が可能になります。
本工法はすでに採用実績をあげており、お客様から高い評
価を頂いております。

この度、吹付ロックウールの合成被覆の外壁仕様に、新た
に押出成形セメント板（ECP）の耐火構造認定（縦張り：
1時間耐火、2時間耐火、横張り：1時間耐火）を追加し、
本工法のラインナップを拡大しました。

今後も皆様のあらゆるニーズにお応えする所存でございま
すので、一層のご愛顧をお願い申し上げます。

意匠性、経済性に優れた

JFE スチールの
耐火被覆低減工法
JFE スチールの
耐火被覆低減工法
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耐火被覆厚を

40%以上
低　減

従来
の耐
火被
覆

室内有効
床面積増

耐火被覆
費用削減

コラム

耐火被覆
(吹付ロックウール）

BCR、JBCR®
四面BOX
カクホット®

耐火被覆
(吹付ロックウール）

既往認定 JFEの認定

仕上げを含めた柱断面積を最大２２％低減可能です！
耐火被覆(吹付ロックウール)は、通常と同じ材料が
使用できます。

従来の2時間耐火の場合に比べて、仕上げを含めた
柱断面積を5～10％程度低減可能です！
耐火被覆材と仕上げボードを兼用できる
ので、現場省力化に繋がります。　　

※日本インシュレーション（株）製を使用

けい酸カルシウム板※

「Jタイカ®」 t20

スペーサー
（同質材）t40

BCR、JBCR®
四面BOX、カクホット®

60mm※

※浮かし張t=40mmの例
　直張での使用も可

耐火被覆厚
従来の耐火認定 JFEの耐火認定

Jタイカ®タイカライト
35mm 20mm2時間

耐  火

耐火被覆厚
従来の耐火認定 JFEの耐火認定

25mm 15mm1時間
耐  火

45mm 25mm2時間
耐  火

使用材料の熱特性を詳細に検討することにより
「ＢＣＲ・JBCR・四面BOX・カクホット」
を使用した場合、耐火被覆を低減することが
できる工法です。

吹付ロックウール

けい酸カルシウム板

※本工法適用によるエキストラは
かかりません



最大100mm
最大100㎜

柱（荷重支持部材）

被覆材
「Jタイカ®」

柱（荷重支持部材）

被覆材
 かさ密度は
 0.28g/cm3

 以上

■ 柱をCFTにした場合は「耐火被覆低減工法」は適用できません

規格

被覆材 耐火時間
鋼管板厚

鋼管との距離 認定番号被覆厚さ
BCR/JBCR® 四面BOX カクホット® （ )内は従来

１時間 ｔ≧12㎜ ｔ≧16㎜ ｔ≧13㎜ 15㎜（25㎜） FP060CN-0582-2
直吹き

2時間 ｔ≧16㎜ ｔ≧19㎜ ｔ≧19㎜ 25㎜（45㎜） FP120CN-0586-2
吹付ロックウール

１時間 ー ー ー ー100㎜以下
（直張可能）2時間 ｔ≧16㎜ ｔ≧19㎜ ｔ≧19㎜ 20㎜（35㎜）

ー （20㎜）

FP120CN-0668-2
けい酸カルシウム板※

直張 浮かし張

認定番号種類の記号名称

冷間
ロールコラム

カクホット®

MSTL – 0142 （京浜）、MSTL – 0495 （知多）

MSTL – 0495 （知多）

BCR295

JBCR®295

MSTL – 0524 （知多）JBCR®385

建築構造用冷間ロール成形角形鋼管

建築構造用高強度冷間ロール成形角形鋼管

建築構造用
厚鋼板を用いた
4面BOX

MSTL – 0128 （倉敷）、MSTL – 0129 （京浜）
MSTL – 0135 （福山）

HBL®325
HBL®355建築構造用TMCP鋼材

MSTL – 0130 （福山）、MSTL –0131 （京浜）HBL®385建築構造用550N/mm2TMCP 鋼材

MSTL – 9004 （倉敷）、MSTL – 9005 （福山・京浜）SA440建築構造用高性能590N/mm2 鋼材

MSTL – 00410（京浜）HBL®440建築構造用高性能590N/mm2 TMCP鋼材

MSTL – 0438 （知多）BSH325建築構造用熱間成形継目無角形鋼材

※ けい酸カルシウム板は日本インシュレーション（株）製「Jタイカ®」（ニュータイカライト）を使用

吹付ロックウール けい酸カルシウム板

鋼種

柱単体での耐火構造

本工法の適用範囲本工法の適用範囲

板厚
外径

1時間耐火

16 19 22 25 28 32 33 36 40 ～

□200
□250
□300
□350
□400
□450
□500

板厚
外径

2時間耐火

1412

□200
□250
□300
□350
□400
□450
□500

□550 □550

□600 □600

□650 □650

～～

鋼種別適用サイズ

16 19 22 25 28 32 33 36 40 ～1412

カクホット®

冷間ロールコラム

建築構造用厚板を用いた4面BOX柱

□-250×250×19の断面寸法以上カクホット®
□-200×200×13の断面寸法以上

□-250×250×16の断面寸法以上

冷間ロールコラム
□-200×200×12の断面寸法以上

□-350×350×19の断面寸法以上
建築構造用厚板を用いた4面BOX柱

□-350×350×16の断面寸法以上

NEW
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被覆材
(外壁仕様） 耐火時間

鋼管板厚 鋼管と外壁
との距離 認定番号被覆厚さ

BCR/JBCR® 四面BOX カクホット® （ )内は従来

１時間 ｔ≧12㎜ ｔ≧16㎜ ｔ≧13㎜ 15㎜（25㎜） FP060CN-0649-2
100㎜以下

2時間 ｔ≧16㎜ ｔ≧19㎜ ｔ≧19㎜ 25㎜（45㎜） FP120CN-0650-2

吹付ロックウール
（ALC※1縦張）

１時間 ｔ≧12㎜ ｔ≧16㎜ ｔ≧13㎜ 15㎜（25㎜） FP060CN-0612-2
100㎜以下

2時間 ｔ≧16㎜ ｔ≧19㎜ ｔ≧19㎜ 25㎜（45㎜） FP120CN-0611-2

吹付ロックウール
（ALC※1横張）

１時間 ｔ≧12㎜ ｔ≧16㎜ ｔ≧13㎜ 15㎜（25㎜） FP060CN-0813
250㎜以下

2時間 ｔ≧22㎜ ｔ≧22㎜ ー 25㎜（45㎜） FP120CN-0814

吹付ロックウール
（ECP縦張）

１時間 ｔ≧12㎜ ｔ≧16㎜ ｔ≧13㎜ 15㎜（25㎜） FP060CN-0812250㎜以下

2時間 ー ー ー ー ー 
吹付ロックウール
（ECP横張）

１時間 ー ー ー ー ー ー

ー

2時間 ｔ≧16㎜ ｔ≧19㎜ ｔ≧19㎜ 20㎜（35㎜） FP120CN-0688-2

けい酸カルシウム板※2
（ALC※1縦張）

けい酸カルシウム板※2
（ALC※1横張）

１時間 ー ー ー ー 

150㎜以下

ー

150㎜以下2時間 ｔ≧16㎜ ｔ≧19㎜ ｔ≧19㎜ 20㎜（35㎜）

ー 

FP120CN-0673-2
※1 鉄筋コンクリート板、PC板も適用可能
※2 けい酸カルシウム板は日本インシュレーション（株）製「Jタイカ®」（ニュータイカライト）を使用

外壁との合成耐火構造

板厚
外径

1時間耐火

16 19 22 25 28 32 33 36 40 ～

□200
□250
□300
□350
□400
□450
□500

板厚
外径

2時間耐火

1412

□200
□250
□300
□350
□400
□450
□500

□550 □550
□600 □600
□650 □650

～～

鋼種別適用サイズ（ALC） 吹付ロックウール

吹付ロックウール

けい酸カルシウム板

16 19 22 25 28 32 33 36 40 ～1412

カクホット®

冷間ロールコラム

建築構造用厚板を用いた4面BOX柱

□-250×250×19の断面寸法以上カクホット®
□-200×200×13の断面寸法以上

□-250×250×16の断面寸法以上

冷間ロールコラム
□-200×200×12の断面寸法以上

□-350×350×19の断面寸法以上
建築構造用厚板を用いた4面BOX柱

□-350×350×16の断面寸法以上

板厚
外径

1時間耐火

16 19 22 25 28 32 33 36 40 ～

□200
□250
□300
□350
□400
□450
□500

板厚
外径

2時間耐火

1412

□200
□250
□300
□350
□400
□450
□500

□550 □550
□600 □600
□650 □650

～～

鋼種別適用サイズ（ECP）

16 19 22 25 28 32 33 36 40 ～1412

冷間ロールコラム

建築構造用厚板を用いた
4面BOX柱

カクホット®
□-200×200×13の断面寸法以上

□-350×350×22の断面寸法以上

冷間ロールコラム
□-200×200×12の断面寸法以上

□-350×350×22の断面寸法以上
建築構造用厚板を用いた4面BOX柱

□-350×350×16の断面寸法以上
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浮かし張の場合 浮かし張の場合

けい酸
カルシウム板
「Jタイカ®」

BCR、JBCR®
四面BOX
カクホット®

BCR、JBCR®
四面BOX
カクホット®
けい酸
カルシウム板
「Jタイカ®」

スペーサー
厚35×高100
幅100㎜以上
(同質材)

ALC

スペーサー
厚35×高100
幅100㎜以上
(同質材)

裏打材
厚25ｘ幅35㎜以上

(同質材)

被覆補強材「Jタイカ®」
　厚20×幅50㎜以上（上下端部）
　厚20×幅100㎜以上（中間部）

被覆補強材「Jタイカ®」
　厚20×幅50㎜以上（上下端部）
　厚20×幅100㎜以上（中間部）

ALC

裏打材
厚75ｘ幅35㎜以上

(同質材)

ALCまたは
プレキャストコンクリートパネル
厚75㎜以上（1,2時間耐火とも）

100㎜以下

[１時間耐火] 15㎜
[２時間耐火] 25㎜

外壁の種類

外壁と鋼管柱との距離

吹付ロックウールの被覆厚

定規アングル
パネル取付け
金物

シーリング材

ALC板（横張）

ラス

耐火被覆

横  張 縦  張

横  張 縦  張

横  張 縦  張

シーリング材
ALC板（縦張）

シーリング材

ECP板（縦張）
ECP板（横張）

耐火被覆

裏打ち材

ラス

ALCまたは
プレキャストコンクリートパネル
厚75㎜以上（2時間耐火）

150㎜以下

[２時間耐火] 20㎜

外壁の種類

外壁と鋼管柱との距離

けい酸カルシウム板※

直張または浮かし張
（柱との間隔100㎜以下）

取付仕様

ALCまたは
プレキャストコンクリートパネル
厚100㎜以上（1,2時間耐火とも）

100㎜以下

[１時間耐火] 15㎜
[２時間耐火] 25㎜

外壁の種類

外壁と鋼管柱との距離

吹付ロックウールの被覆厚

外壁の種類 外壁の種類
繊維混入けい酸カルシウム
セメント押出成形板
厚60mm以上

250㎜以下

[１時間耐火] 15㎜

外壁と鋼管柱との距離

吹付ロックウールの被覆厚

定規アングル
パネル取付け
金物

シーリング材

ラス

耐火被覆 耐火被覆

裏打ち材

ラス

繊維混入けい酸カルシウム
セメント押出成形板
厚60mm以上

250㎜以下

[１時間耐火] 15㎜
[２時間耐火] 25㎜

外壁と鋼管柱との距離

吹付ロックウールの被覆厚

※Jタイカ®使用
　（日本インシュレーション（株）製）

ALCまたは
プレキャストコンクリートパネル
厚100㎜以上（2時間耐火）

150㎜以下

[２時間耐火] 20㎜

外壁の種類

外壁と鋼管柱との距離

けい酸カルシウム板※

直張または浮かし張
（柱との間隔100㎜以下）

取付仕様

※Jタイカ®使用
　（日本インシュレーション（株）製）

BCR、JBCR®
四面BOX
カクホット®

BCR、JBCR®
四面BOX
カクホット®

BCR、JBCR®
四面BOX
カクホット®

BCR、JBCR®
四面BOX
カクホット®

吹付ロックウール＋ALC 外壁

吹付ロックウール＋ ECP 外壁

けい酸カルシウム板＋ALC 外壁

外壁との合成耐火の仕様例外壁との合成耐火の仕様例

※本工法の一例です。その他仕様など詳細については弊社までお問合せ下さい。5



コラム

吹付ロックウール t45
軽鉄下地W65
石膏ボードt9.5+12.5

けい酸カルシウム板「Jタイカ®」 t20
スペーサー（同質材）t40

BCR、JBCR®、四面BOX、カクホット®

吹付ロックウールの場合の納まり例 JFEのけい酸カルシウム板耐火認定

室内有効
床面積増

現場
省力化60㎜132㎜

※

※浮かし張t=40㎜の例
　直張での使用も可

従来工法 耐火被覆低減工法

本工法の効果本工法の効果

従来工法との比較イメージ

仕上げを含めた柱断面積を最大48％低減可能※です

従来工法

耐火被覆
低減工法

6

※JFEのけい酸カルシウム板耐火認定：2時間耐火仕様、コラム□250、の場合
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